
論
　
　
説

客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察

曽
　
根
　
威
　
彦

　序　　言

一
　
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
の
見
解

ニ
　
ヴ
ォ
ル
タ
ー
の
見
解

三
　
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
見
解

四
　
ロ
タ
シ
ン
の
見
解

五
　
山
中
教
授
の
見
解

　
結
　
　
語

序

言

客
観
的
帰
属
論
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
学
に
お
い
て
有
力
に
主
張
さ
れ
、

　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）

わ
が
国
で
も
最
近
に
至
り
支
持
者
を
増
や
し
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七

こ
の
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一
五
八

理
論
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
結
果
と
の
間
に
条
件
関
係
の
あ
る
行
為
が
法
的
に
許
さ
れ
な
い
危
険
を
生
み
出
し
（
危
険
の
創
出
連
関
）
、
次

い
で
、
そ
の
危
険
が
構
成
要
件
に
該
当
す
る
結
果
に
実
現
し
た
（
危
険
の
実
現
連
関
）
と
い
え
る
場
合
に
、
客
観
的
帰
属
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
客
観
的
帰
属
論
の
基
礎
は
、
（
制
裁
規
範
と
し
て
の
）
「
刑
法
規
範
」
の
本
質
か
ら
導
か
れ
た
認
識
、
す
な

わ
ち
人
の
行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
結
果
が
客
観
的
に
帰
属
可
能
な
の
は
、
行
為
が
保
護
さ
れ
た
行
為
客
体
の
法
的
に
禁
止
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

危
殆
化
を
創
出
し
、
そ
の
危
険
が
構
成
要
件
該
当
結
果
に
実
現
し
た
と
き
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
客
観
的
帰
属
論
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
、
こ
の
理
論
を
支
え
て
い
る
規
範
論
に
関
す
る
考
察
が
不
可
欠
の
前
提
と
な
る
。
以

下
、
日
独
の
代
表
的
な
客
観
的
帰
属
論
者
に
つ
い
て
、
そ
の
帰
属
論
を
概
観
し
つ
つ
、
各
論
者
の
規
範
論
を
取
り
上
げ
て
こ
れ
を
批
判

的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
1
）
国
き
の
出
α
鼠
魯
富
ω
魯
Φ
良
＼
↓
ぽ
○
日
器
薯
包
α
q
①
民
矯
一
。
ぼ
ゴ
9
α
Φ
の
ω
q
織
審
o
算
ω
｝
》
一
目
α
q
。
↓
Φ
P
q
●
》
邑
’
口
。
8
）
ω
●
N
。。
ご
薦
一
」
Φ
ω
魯
8
F

　
　
一
Φ
首
N
蒔
R
囚
○
ヨ
ヨ
Φ
再
霞
口
H
＞
鼠
一
こ
一
8
0
。
一
く
o
N
貿
ω
力
p
窪
●

一
　
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
の
見
解

　
ー
　
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
の
考
え
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
ω
　
帰
属
論
　
　
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
に
お
い
て
、
刑
法
上
の
帰
属
は
、
人
的
帰
属
と
客
観
的
帰
属
と
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
前

者
の
人
的
帰
属
（
広
義
）
と
し
て
、
「
外
部
的
態
度
の
人
的
帰
属
」
（
行
為
論
）
と
「
規
範
違
反
的
態
度
の
個
人
的
帰
属
」
（
責
任
論
）
と

が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
不
法
論
に
お
け
る
帰
属
の
問
題
と
し
て
後
者
の
客
観
的
帰
属
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。



彼
の
い
う
客
観
的
帰
属
は
、
そ
の
内
部
で
さ
ら
に
、
①
規
範
違
反
的
態
度
の
客
観
的
帰
属
と
、
②
不
法
結
果
の
客
観
的
帰
属
と
に
分
け

て
論
じ
ら
れ
る
が
、
結
論
と
し
て
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
は
、
「
人
間
の
態
度
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
不
法
結
果
が
客
観
的
に
帰
属
可
能
な
の

は
、
こ
の
態
度
が
法
的
に
否
認
さ
れ
た
結
果
発
生
の
危
険
を
創
出
し
、
か
つ
、
こ
の
危
険
が
事
実
上
も
具
体
的
な
結
果
惹
起
的
事
象
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

実
現
し
た
場
合
だ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
右
の
①
を
危
険
の
創
出
連
関
に
、
②
を
危
険
の
実
現
連
関
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
①
の
規
範
違
反
的
態
度
の
客
観
的
帰
属
に
お
い
て
は
、
態
度
（
行
為
）
規
範
に
よ
っ
て
否
認
さ
れ
た
、
保
護
法
益
に
対
す
る

危
険
性
が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
を
惹
起
し
た
人
間
の
外
部
的
態
度
が
帰
属
可
能
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
が
、
こ
の
帰
属
判
断
の
た

め
の
前
提
は
、
第
一
に
、
行
為
が
保
護
法
益
に
対
し
て
危
険
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
こ
の
危
険
設
定
が
法
的
に
禁
止
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
刑
法
上
の
不
法
論
に
と
っ
て
は
、
ま
ず
、
当
該
行
為
者
に
帰
属
可
能
な
規
範
違
反
的
態
度
の
危
険

性
、
つ
ま
り
そ
の
態
度
の
客
観
的
な
危
険
性
無
価
値
が
行
為
無
価
値
の
本
質
的
な
】
要
素
を
構
成
す
る
、
と
い
う
帰
結
が
生
じ
、
次
い

で
、
行
為
者
の
態
度
の
危
険
性
無
価
値
が
行
為
者
に
主
観
的
に
も
故
意
的
あ
る
い
は
過
失
的
に
実
現
し
た
も
の
と
し
て
帰
属
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
結
局
、
規
範
違
反
的
態
度
す
な
わ
ち
行
為
無
価
値
の
構
成
要

素
は
、
当
該
態
度
の
客
観
的
危
険
性
無
価
値
と
主
観
的
不
法
要
素
と
し
て
の
（
故
意
的
ま
た
は
過
失
的
な
）
志
向
無
価
値
の
双
方
と
い

　
　
　
　
（
4
）

う
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
②
行
為
者
の
態
度
の
規
範
違
反
的
な
危
険
性
が
具
体
的
な
危
険
結
果
へ
と
展
開
し
、
あ
る
い
は
法
益
侵
害
に
実
現
す
る
こ
と

が
補
充
的
に
可
罰
性
の
要
件
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
可
罰
性
に
と
っ
て
補
充
的
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
発
生
し
た
具
体
的
な
危
険

結
果
な
い
し
侵
害
結
果
が
客
観
的
に
も
行
為
者
に
帰
属
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
立
法
者
が
行
為
者
の
態
度
を
禁
止
し
た
の

も
、
そ
の
具
体
的
結
果
の
中
に
構
成
要
件
的
態
度
の
危
険
性
が
実
現
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
危
険
結
果

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
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一
六
〇

な
い
し
侵
害
結
果
の
帰
属
（
結
果
不
法
）
が
常
に
態
度
の
危
険
性
の
帰
属
（
行
為
不
法
）
を
媒
介
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
為
不
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
結
果
不
法
と
は
相
互
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
、
と
説
い
て
い
る
。

②
　
規
範
論
　
　
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
の
右
の
よ
う
な
帰
属
論
を
支
え
て
い
る
の
が
、
刑
法
は
予
防
的
な
法
益
保
護
を
目
的
と
す
る
、
と

い
う
国
家
刑
法
の
目
的
の
観
点
か
ら
、
刑
法
に
お
け
る
規
範
と
し
て
行
為
（
態
度
）
規
範
と
制
裁
規
範
を
想
定
す
る
彼
の
規
範
論
で
あ

る
。　

ま
ず
、
「
行
為
規
範
」
の
目
的
規
定
は
、
法
益
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
に
人
間
の
社
会
侵
害
的
態
度
に
対
処
す
る
こ
と
に
お
か
れ
、

行
為
規
範
は
、
人
間
の
態
度
の
拘
束
的
指
針
と
し
て
法
益
侵
害
行
為
を
禁
止
し
、
法
益
救
助
行
為
を
命
令
す
る
、
と
理
解
さ
れ
る
。
そ

こ
か
ら
第
一
に
、
刑
法
上
の
行
為
規
範
の
名
宛
人
は
、
因
果
的
事
象
の
自
己
決
定
と
支
配
能
力
を
も
つ
理
性
的
存
在
と
し
て
の
人
間
に

限
定
さ
れ
、
行
為
規
範
の
も
つ
人
的
関
連
性
と
い
う
帰
結
が
導
か
れ
る
。
行
為
規
範
の
目
的
設
定
か
ら
生
じ
る
第
二
の
帰
結
は
、
刑
法

上
の
禁
止
の
対
象
は
1
事
前
的
観
点
か
ら
観
察
し
て
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
保
護
さ
れ
た
法
益
を
侵
害
す
る
よ
う
な
行
為
の
み
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
た
が
っ
て
刑
法
上
の
禁
止
の
内
容
は
、
常
に
客
観
的
に
危
険
な
行
為
の
禁
止
、
つ
ま
り
危
殆
化
の
禁
止
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

も
、
刑
法
上
の
構
成
要
件
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
行
為
規
範
が
、
た
だ
、
も
は
や
許
さ
れ
た
危
険
の
範
囲
内
に
存
在
し
な
い
行
為
、
あ

る
い
は
許
さ
れ
た
危
険
の
程
度
を
超
え
る
行
為
に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
構
成
要
件
該
当
行
為
は
常
に
違
法
な
危
険
の
創
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

を
前
提
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
客
観
的
帰
属
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
行
為
者
が
保
護
法
益
に
対
す
る
危
険
を
創
出
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
、
し
か
も
そ
れ
を
法
益
の
保
護
を
目
的
と
す
る
刑
法
上
の
行
為
規
範
に
違
反
し
て
創
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
、
禁
止
・
命
令
を
内
容
と
す
る
行
為
規
範
を
安
定
化
さ
せ
、
あ
る
い
は
妥
当
さ
せ
る
と
い
う
任
務
を
も
つ
の
が
「
制
裁
規
範
」

で
あ
る
。
刑
法
は
、
法
益
保
護
の
目
標
達
成
の
た
め
に
刑
罰
予
告
、
科
刑
お
よ
び
刑
罰
執
行
と
い
う
手
段
を
用
い
る
が
、
行
為
規
範
の



遵
守
を
担
保
し
よ
う
と
す
る
こ
れ
ら
の
手
段
こ
そ
が
制
裁
規
範
（
刑
罰
予
告
）
で
あ
り
、
そ
の
実
現
（
科
刑
・
刑
罰
執
行
）
な
の
で
あ

る
。
制
裁
規
範
お
よ
び
そ
の
実
現
は
、
行
為
規
範
を
一
般
予
防
的
に
裏
付
け
、
ま
た
特
別
予
防
的
に
具
体
的
行
為
者
に
貫
徹
さ
せ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
、
す
な
わ
ち
行
為
規
範
が
事
実
的
お
よ
び
規
範
的
に
妥
当
す
る
こ
と
を
保
障
し
て
い
る
。
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
行
為
規
範
の

対
象
が
客
観
的
に
危
険
な
行
為
で
あ
っ
て
、
同
時
に
規
範
の
名
宛
人
が
そ
の
危
険
性
を
考
え
て
行
為
を
行
わ
な
い
可
能
性
を
有
す
る
よ

う
な
人
間
の
行
為
の
み
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
行
為
規
範
の
目
的
設
定
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
制
裁
規
範
の
目
的
設

定
か
ら
も
導
き
出
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
態
度
が
客
観
的
危
険
性
に
お
い
て
行
為
者
に
客
観
的
に
帰
属
可
能
で
あ
る
場
合
に
の

み
、
禁
止
さ
れ
た
行
為
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
動
揺
さ
せ
ら
れ
た
規
範
信
頼
を
回
復
し
、
一
般
予
防
的
お
よ
び
特
別
予
防
的
に
禁
止
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

れ
た
危
険
創
出
に
対
抗
す
る
必
要
佳
が
生
じ
う
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。

　
2
　
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
説
の
検
討

　
ま
ず
、
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
が
規
範
違
反
的
態
度
の
客
観
的
帰
属
、
す
な
わ
ち
危
険
創
出
連
関
を
客
観
的
危
険
性
無
価
値
に
よ
っ
て
基
礎

付
け
た
う
え
で
、
そ
れ
を
行
為
無
価
値
の
本
質
的
要
素
と
位
置
付
け
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
「
危
険
性
無
価
値
の
行
為
無
価
値
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

解
放
こ
そ
が
課
題
」
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
の
規
範
論
的
分
析
の
限
界
が
存
在
す
る
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

行
為
無
価
値
の
意
味
を
行
為
規
範
違
反
と
解
し
た
場
合
、
命
令
・
禁
止
を
本
質
と
す
る
行
為
規
範
（
決
定
規
範
）
に
よ
っ
て
は
行
為
の

客
観
的
属
性
で
あ
る
危
険
性
を
基
礎
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
す
る
趣
旨
と
思
わ
れ
る
が
、
基
本
的
に
行
為
規
範
が
人
の
意
思
に

働
き
か
け
る
規
範
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
行
為
規
範
の
人
的
関
連
性
）
、
こ
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
物
的
不
法

論
の
立
場
か
ら
は
、
客
観
的
危
険
性
無
価
値
は
（
そ
し
て
こ
れ
を
含
む
と
さ
れ
る
行
為
無
価
値
も
）
、
不
法
要
素
と
し
て
、
規
範
論
的
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

行
為
規
範
（
意
思
決
定
規
範
）
か
ら
区
別
さ
れ
た
評
価
規
範
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
違
法
を
行

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一



　
　
　
早
法
七
四
巻
四
号
（
一
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

為
規
範
違
反
と
捉
え
る
人
的
不
法
論
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
危
険
性
無
価
値
を
含
む
行
為
無
価
値
を
行
為
規
範
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
る

こ
と
は
、
別
に
異
と
す
る
に
足
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
が
可
罰
性
の
要
件
と
し
て
「
規
範
違
反
的
態
度
の
客
観
的
帰
属
」
に
加
え
て
「
不
法
結
果
の
客
観
的
帰
属
」

を
挙
げ
た
背
後
に
は
、
制
裁
規
範
の
存
在
が
あ
る
。
制
裁
規
範
は
、
な
る
ほ
ど
規
範
違
反
的
態
度
の
客
観
的
帰
属
を
も
基
礎
付
け
て
は

い
る
が
、
こ
の
意
味
で
の
帰
属
は
人
的
不
法
論
の
立
場
か
ら
行
為
規
範
の
み
に
よ
っ
て
も
根
拠
付
け
ら
れ
る
の
に
対
し
、
不
法
結
果
の

客
観
的
帰
属
は
行
為
規
範
の
み
で
は
こ
れ
を
基
礎
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
立
法
者
は
、
行
為
者
の
規
範
違
反
的
態
度
が

危
険
結
果
な
い
し
侵
害
結
果
に
実
現
し
て
初
め
て
、
す
な
わ
ち
不
法
結
果
の
客
観
的
帰
属
が
認
め
ら
れ
て
初
め
て
、
刑
罰
予
告
・
科

刑
・
刑
罰
執
行
、
つ
ま
り
制
裁
の
必
要
性
が
生
ず
る
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
問
題
と
な
る
の
は
、
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
の
い
う
行
為
（
態
度
）
規
範
と
制
裁
規
範
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
行
為
規
範
が
法
益
保
護
に
向

け
て
予
防
的
に
行
為
者
の
態
度
を
規
制
し
、
制
裁
規
範
が
行
為
規
範
の
遵
守
を
担
保
す
る
機
能
を
果
た
す
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

は
重
畳
的
な
関
係
に
立
っ
て
法
益
保
護
と
い
う
国
家
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
し
か
に
、

行
為
規
範
も
制
裁
規
範
も
究
極
的
に
は
法
益
の
保
護
に
資
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
も
そ
も
刑
法
規
範
が
そ
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
制
裁
規
範
は
裁
判
規
範
と
し
て
、
評
価
規
範
お
よ
び
（
意
思
）
決
定
規
範
（
行
為
規

範
）
を
前
提
と
す
る
刑
法
規
範
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
の
に
対
し
、
行
為
規
範
は
も
っ
ぱ
ら
決
定
規
範
と
し
て
行
為
者
の
意
思
に
働

き
か
け
、
そ
の
違
反
（
志
向
無
価
値
）
に
つ
い
て
行
為
者
の
主
観
的
責
任
を
認
定
す
る
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
2
）
＝
き
ω
山
8
9
旨
菊
＆
o
一
9
凶
｝
U
R
N
類
8
犀
ω
鼠
毘
一
9
窪
ω
霞
㌶
『
の
。
9
ω
目
α
9
①
ω
賃
織
お
9
二
一
魯
8
N
ξ
Φ
。
ぎ
琶
鵯
胤
o
N
ヨ
。
P
ぎ
”

　
　
ω
9
q
器
糞
き
昌
（
国
誘
瞬
）
O
歪
P
＆
轟
磯
象
α
8
ヨ
＆
Φ
旨
窪
ω
賃
織
8
9
富
碕
馨
Φ
ヨ
ρ
お
o
。
弁
ω
嶋
印
卦
ハ
ン
ス
」
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
〔
川
口
浩
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訳
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メ
ン
ト
」

　
「
国
家
刑
法
の
目
的
と
刑
法
上
の
帰
属
の
諸
形
式
」
ベ
ル
ン
ト
・
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
編
〔
中
山
研
一
・
浅
田
和
茂
監
訳
〕
『
現
代
系
法
体
系
の
基
本
問

（
一
九
九
〇
年
）
八
二
頁
以
下
。

園
＆
。
一
9
一
＼
＝
。
誓
＼
ω
馨
ω
8
＼
○
ぎ
昌
①
さ
ω
遺
①
暴
冴
9
R
内
。
日
幕
旨
巽
蟹
ヨ
o
。
お
切
窪
距
9
》
邑
こ
一
。
。
q
）
く
・
浩
一
勾
p
男

閑
＆
○
言
亘
勲
鉾
ρ
（
注
2
）
ω
。
o
。
R
埜
川
口
訳
・
八
入
頁
以
下
。

園
二
α
o
言
亘
騨
塑
O
■
（
注
2
）
ω
●
o
o
ω
”
川
口
訳
・
九
〇
頁
。

菊
＆
○
一
℃
年
鉾
卑
○
●
（
注
2
）
ω
モ
窪
勢
川
口
訳
・
八
二
頁
以
下
。

勾
q
傷
0
6
窯
＼
瓢
o
讐
＼
ω
卑
筥
ω
8
＼
O
熔
b
導
Φ
き
騨
鉾
ρ
（
注
3
）
く
9
留
菊
戸
零
。

因
二
α
0
6
田
＼
国
o
躍
＼
ω
四
ヨ
ω
8
＼
O
償
導
訂
斜
讐
塑
ρ
（
注
3
）
く
興
省
菊
P
露
。

勾
仁
α
0
6
9
鉾
卑
○
・
（
注
2
）
ω
』
R
勢
川
口
訳
・
七
六
頁
以
下
。

園
二
血
o
む
9
年
鉾
9
（
注
2
）
ω
気
○
。
昌
川
口
訳
・
八
五
頁
。

山
中
敬
一
『
刑
法
に
お
け
る
客
観
的
帰
属
の
理
論
』
（
一
九
九
七
年
）
四
一
八
頁
。

そ
し
て
、
危
険
性
無
価
値
と
と
も
に
行
為
無
価
値
を
構
成
す
る
と
さ
れ
る
「
志
向
無
価
値
」
の
み
が
、
行
為
規
範
（
決
定
規
範
）
違
反
の
内
容
と
し

不
法
で
は
な
く
む
し
ろ
行
為
者
の
責
任
を
基
礎
付
け
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

中
山
教
授
に
よ
れ
ば
、
刑
法
上
の
帰
属
を
す
べ
て
国
家
刑
法
の
目
的
に
よ
っ
て
有
機
的
に
結
合
す
る
こ
と
は
、
規
範
的
観
点
か
ら
の
「
全
体
的
考

に
陥
り
易
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
内
在
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
（
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
編
・
前
掲
（
注
2
）
〔
中
山
研
一
執
筆
〕
「
本
書
の
解
題
と
若
干
の

　
　
　
二
六
一
百
ハ
）
。

ニ
　
ヴ
ォ
ル
タ
ー
の
見
解

（1）1

ヴ
ォ
ル
タ
ー
の
考
え
方

帰
属
論
　
　
ヴ
ォ
ル
タ
ー
に
よ
れ
ば
、

客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）

あ
る
結
果
の
帰
属
は
帰
属
可
能
な
危
険
の
創
出
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三

こ



　
　
　
早
法
七
四
巻
四
号
（
一
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

う
し
た
危
険
な
行
為
の
招
来
は
、
人
的
お
よ
び
個
人
的
な
連
関
を
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
客
観
的
結
果
帰
属
は
、
原
則
と
し
て
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

的
か
つ
個
人
的
な
危
険
帰
属
を
そ
の
基
礎
と
す
る
、
と
い
う
。
行
為
者
は
、
故
意
的
に
、
不
法
の
認
識
を
も
っ
て
、
か
つ
非
難
可
能
的

に
法
的
に
重
要
な
（
相
当
で
あ
り
、
危
険
増
加
的
で
あ
り
、
か
つ
規
範
の
保
護
目
的
の
範
囲
内
に
あ
る
）
危
険
を
創
出
し
て
い
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ら
ず
、
こ
の
危
険
は
「
行
為
相
当
的
に
」
結
果
に
実
現
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
客
観
的
帰
属
論
は
1
結
果
帰
属
の
基
底
に
存
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

る
こ
と
が
不
可
欠
な
危
険
帰
属
に
関
す
る
限
り
ー
「
人
的
な
も
の
」
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
客

観
的
帰
属
が
人
的
か
つ
個
人
的
な
危
険
帰
属
に
基
づ
く
こ
と
か
ら
、
危
険
増
加
お
よ
び
規
範
の
保
護
目
的
と
い
っ
た
一
般
的
な
帰
属
構

成
も
、
こ
と
危
険
帰
属
に
関
し
て
は
、
刑
法
一
六
条
（
行
為
事
情
に
対
す
る
錯
誤
）
一
項
、
一
七
条
（
禁
止
の
錯
誤
）
の
ル
ー
ル
に
服
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。

　
し
か
し
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
厳
密
に
客
観
的
な
不
法
へ
の
帰
属
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
こ
の
帰
属
は
、
行
為
と
結
果
の
間
の

危
険
連
関
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
が
（
客
観
的
結
果
帰
属
）
、
事
象
が
最
初
か
ら
そ
れ
自
体
と
し
て
有
用
な
行
為
計
画
か
ら
逸
脱
す
る
も

の
の
相
当
な
範
囲
内
で
あ
っ
て
、
客
観
的
に
帰
属
可
能
で
あ
り
、
か
つ
等
価
値
的
な
経
過
を
た
ど
る
場
合
は
、
例
外
的
に
、
客
観
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

不
法
帰
属
が
危
険
帰
属
に
つ
い
て
も
生
ず
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
帰
属
論
か
ら
人
的
連
関
を
排
除
し
、
脱
個
人
化
す
る
こ
と
は
、
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

オ
ル
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
観
点
に
お
い
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
に
は
、
た
と
え
ば
被
相
続
人
雷
撃
の
事
例
（
被
害
者
の
財

産
を
相
続
す
る
目
的
で
雷
雨
の
森
に
行
か
せ
、
被
害
者
を
雷
撃
に
遭
わ
せ
て
死
亡
さ
せ
た
と
い
う
事
例
）
に
お
い
て
、
故
意
が
な
い
こ
と
を
理

由
と
し
て
初
め
て
帰
属
が
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
す
で
に
客
観
的
な
死
の
危
険
が
考
慮
に
値
し
な
い
ほ
ど
低
い
こ
と
を
理
由
と
し

て
帰
属
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
こ
に
潜
ん
で
い
る
客
観
的
な
問
題
設
定
が
第
一
義
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
客
観
的
帰
属
の

問
題
が
し
ば
し
ば
故
意
な
い
し
責
任
の
衣
を
着
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
橋
脚
事



例
（
泳
げ
な
い
被
害
者
を
溺
死
さ
せ
よ
う
と
し
て
橋
の
上
か
ら
突
き
落
と
し
た
と
こ
ろ
、
橋
脚
に
当
た
っ
て
死
亡
し
た
と
い
う
事
例
）
に
お
い

て
、
当
初
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
危
険
が
厳
密
に
客
観
的
に
帰
属
さ
れ
る
よ
う
に
、
因
果
経
過
が
逸
脱
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
非
本
質

的
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
問
題
と
な
る
、
と
い
う
。

　
②
　
規
範
論
　
　
ロ
ク
シ
ン
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
支
配
的
見
解
は
、
決
定
規
範
（
行
為
規
範
）
に
対
す
る
違
反
が
行
為
無
価
値
を

基
礎
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
に
尽
き
て
い
る
と
す
る
の
に
対
し
、
評
価
規
範
は
こ
れ
を
超
え
て
付
加
的
に
結
果
を
も
含
む
、
と
解
し
て

（
2
0
）

い
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
侵
害
結
果
は
（
制
裁
規
範
の
前
提
と
し
て
の
）
評
価
規
範
の
対
象
で
は
あ
り
え
て
も
、
行
為
規
範
（
決
定
規

範
）
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
（
行
為
）
規
範
は
、
人
が
そ
れ
に
従
う
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
意
味
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
規

範
違
反
は
行
為
時
の
事
前
判
断
と
さ
れ
る
。
ヴ
ォ
ル
タ
f
も
そ
の
代
表
的
な
論
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
の
規
範
論
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

て
は
、
筆
者
自
身
か
つ
て
考
察
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
彼
の
考
え
方
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ヴ
ォ
ル
タ
ー
は
、
刑
法
上
の
不
法
を
評
価
規
範
違
反
と
捉
え
た
上
で
、
こ
れ
を
、
禁
止
規
範
違
反
を
意
味
す
る
行
為
不
法
（
広
義
）

と
、
単
な
る
評
価
規
範
違
反
に
と
ど
ま
る
結
果
不
法
と
に
分
け
て
考
察
し
て
い
る
。
ま
ず
、
「
行
為
不
法
」
は
、
さ
ら
に
そ
の
内
部
で
、

行
為
企
図
不
法
を
意
味
す
る
態
度
不
法
と
、
危
険
性
不
法
と
に
分
け
て
説
明
さ
れ
る
。
「
態
度
不
法
」
（
狭
義
の
行
為
不
法
）
が
態
度

（
行
為
）
規
範
違
反
を
意
味
し
、
行
為
の
規
範
違
反
性
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
危
険
性
不
法
」
（
第
一
次
的

結
果
不
法
）
は
、
保
護
規
範
（
保
障
規
範
）
の
侵
害
で
あ
っ
て
、
法
益
危
殆
化
の
現
実
的
可
能
性
（
危
険
性
）
が
そ
の
内
容
と
さ
れ
て
い

る
。
次
に
、
（
第
二
次
的
）
「
結
果
不
法
」
は
、
危
険
性
不
法
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
「
危
殆
化
結
果
」
な
い
し
「
侵
害
結
果
」
か
ら
構

成
さ
れ
る
が
、
「
結
果
不
法
」
に
あ
っ
て
は
、
創
出
さ
れ
た
危
険
が
結
果
に
相
当
で
客
観
的
に
帰
属
で
き
る
形
で
実
現
さ
れ
た
か
否
か

が
問
題
と
な
る
、
と
し
て
い
る
。

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五
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2
　
ヴ
ォ
ル
タ
ー
説
の
検
討

　
ω
　
ヴ
ォ
ル
タ
ー
が
、
客
観
的
帰
属
論
に
お
い
て
も
原
則
と
し
て
「
人
的
か
つ
個
人
的
な
危
険
帰
属
」
を
そ
の
基
礎
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
す
る
の
は
、
行
為
不
法
に
お
い
て
危
険
性
不
法
と
並
ん
で
、
態
度
（
行
為
）
規
範
違
反
と
し
て
の
行
為
企
図
不
法
を
意

味
す
る
態
度
不
法
を
問
題
と
す
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
よ
う
。
し
か
も
、
単
な
る
態
度
不
法
を
超
え
て
危
険
性
不
法
（
危
険
帰
属
）
に

関
し
て
も
、
人
的
（
ド
イ
ッ
刑
法
一
六
条
）
お
よ
び
個
人
的
（
同
一
七
条
）
連
関
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
こ
と
が

危
険
帰
属
を
基
礎
と
す
る
結
果
帰
属
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
不
法
全
体
の
主
観
化
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
人

的
・
個
人
的
帰
属
の
領
域
は
、
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
も
説
く
よ
う
に
（
前
出
一
1
①
）
、
客
観
的
な
危
険
帰
属
の
問
題
と
は
切
り
離
し
、
む
し

ろ
主
観
的
帰
責
の
問
題
と
し
て
責
任
論
（
な
い
し
行
為
論
）
に
お
い
て
こ
れ
を
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
物
的
不
法
論
の
立
場
か
ら

す
れ
ば
、
純
粋
な
客
観
的
不
法
へ
の
帰
属
だ
け
が
ま
さ
に
本
来
の
客
観
的
帰
属
論
に
属
す
べ
き
場
合
で
あ
っ
て
、
不
法
を
基
礎
付
け
る

評
価
規
範
の
機
能
す
べ
き
場
面
な
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
が
結
果
不
法
（
侵
害
結
果
お
よ
び
危
殆
化
結
果
）
を
行
為
規
範
（
決
定
規
範
）
の
対
象
か
ら
排
除
し
た
こ
と
は
妥

当
で
あ
っ
た
。
行
為
規
範
が
行
為
者
の
意
思
に
働
き
か
け
て
結
果
の
発
生
自
体
を
禁
止
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
意
味
を
も
ち
え
な
い
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
が
行
為
不
法
に
お
い
て
態
度
規
範
お
よ
び
保
障
規
範
を
問
題
と
し
つ
つ
も
、
結
果
不
法
を
含
め
て

不
法
を
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
不
法
を
基
礎
付
け
る
共
通
の
規
範
と
し
て
価
値
基
準
を
設
定
す
る
評
価
規
範
の
み
を
考
慮
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

こ
と
は
、
結
局
、
不
法
の
問
題
と
し
て
は
評
価
規
範
だ
け
を
考
慮
す
れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。

　
②
　
ヴ
ォ
ル
タ
ー
が
結
果
犯
に
お
い
て
も
行
為
不
法
（
態
度
不
法
）
を
重
視
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
結
果
犯
に
と
っ
て
、
（
客
観

的
・
主
観
的
な
）
行
為
不
法
の
概
念
が
必
要
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
る
と
し
、
こ
の
こ
と
は
、
行
為
規
範
の
対
象
で
あ
る
行
為
に
評



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

価
規
範
も
作
用
す
る
の
か
ど
う
か
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
山
中
教
授
の
指
摘
が
あ
る
の
で
、
次
に
こ
の
点
を
み
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
教
授
は
、
ま
ず
、
危
険
創
出
に
至
ら
な
い
単
な
る
行
為
不
法
・
行
為
無
価
値
の
概
念
に
疑
問
を
提
示
す
る
が
、
行
為
規
範
・
態
度
規

範
を
不
法
論
に
お
い
て
も
考
慮
す
る
以
上
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
の
い
う
行
為
不
法
の
存
在
は
こ
れ
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
教
授

は
、
例
と
し
て
、
交
差
点
で
信
号
無
視
を
し
た
行
為
者
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
行
し
た
地
点
で
、
わ
き
見
運
転
に
よ
っ
て
人
を
は
ね
、

重
傷
を
負
っ
た
被
害
者
が
入
院
先
の
病
院
の
火
事
で
死
亡
し
た
と
い
う
事
例
を
挙
げ
、
こ
の
場
合
（
信
号
無
視
に
）
刑
法
ニ
ニ
条
の

行
為
無
価
値
は
な
い
、
と
す
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
事
例
に
お
い
て
、
結
果
と
の
関
係
で
危
険
を
創
出
し
た
の
は
わ
き
見
運
転
で
あ
っ

て
信
号
無
視
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
行
為
後
の
事
実
経
過
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
導
か
れ
る
帰
結
で
あ
っ
て
、
行
為

時
の
事
前
判
断
に
よ
る
行
為
規
範
違
反
の
判
断
と
し
て
は
、
信
号
無
視
に
行
為
無
価
値
性
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
か
り
に
評
価
規
範
が
行
為
そ
れ
自
体
に
は
及
ん
で
い
な
い
か
ら
、
行
為
不
法
は
不
要
だ
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
結
局
、
評
価
規

範
の
み
が
不
法
論
に
お
い
て
意
味
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
（
し
か
し
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
教
授
の
立
場

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
）
。

　
次
に
、
こ
の
立
場
で
、
行
為
不
法
が
は
た
し
て
本
当
に
評
価
規
範
違
反
を
意
味
し
な
く
て
も
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な

る
。
山
中
教
授
は
、
危
険
創
出
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
事
後
的
に
危
険
実
現
が
否
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
行
為
規
範
違
反
が
認
め
ら

れ
て
も
評
価
規
範
違
反
が
あ
る
と
い
う
必
要
は
な
い
、
と
す
る
が
、
行
為
規
範
違
反
を
行
為
無
価
値
と
し
て
不
法
要
素
に
含
ま
せ
る
と

き
は
、
そ
の
判
断
基
準
と
し
て
刑
法
規
範
が
評
価
規
範
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
、
行

為
規
範
違
反
、
し
た
が
っ
て
こ
の
立
場
で
行
為
無
価
値
と
評
価
さ
れ
る
も
の
を
純
粋
に
意
思
決
定
規
範
違
反
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
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一
六
八

そ
の
不
法
論
は
き
わ
め
て
主
観
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
し
か
し
、
教
授
も
「
故
意
と
過
失
と
い
う
主
観
的
要
素
を
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

と
っ
た
危
険
創
出
」
の
概
念
が
違
法
論
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ヴ
ォ
ル
タ
i
説
の
問
題
性
は
、
行
為
不
法
に
評
価
規
範
違
反
を
含
め
た
点
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
決
定
規
範
（
行
為
規
範
）

違
反
を
も
不
法
要
素
と
解
し
た
点
に
あ
る
。
行
為
者
の
意
思
に
働
き
か
け
る
決
定
規
範
は
、
そ
の
違
反
を
主
観
的
帰
責
の
問
題
と
し

て
、
あ
く
ま
で
も
責
任
論
に
お
い
て
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
行
為
不
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
、
法
益
侵
害
の
一
般

的
危
険
性
な
い
し
危
険
の
創
出
（
危
険
性
不
法
）
と
い
う
意
味
で
は
、
評
価
規
範
違
反
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
行
為
不
法
は
一
応
の
違
法
評
価
に
過
ぎ
ず
、
結
果
不
法
（
危
殆
化
・
侵
害
結
果
）
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
行
為
に
対
す
る
最
終

的
な
違
法
評
価
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
で
は
、
行
為
不
法
概
念
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
山
中
教
授
の
批

判
は
正
鵠
を
射
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
14
）
冒
鑛
窪
≦
・
一
け
9
0
三
①
釜
＜
o
琶
α
冨
円
ω
8
巴
Φ
N
自
8
ぎ
琶
鴨
N
仁
日
d
巽
①
o
算
N
轟
一
Φ
一
9
①
一
旨
】
W
Φ
酵
お
N
ξ
》
σ
R
呂
〇
一
〇
ε
ρ
一
第

oo

3
冒
o
ヨ
き
昌
（
＝
『
茜
）
勲
騨
○
●
（
注
2
）
ψ
目
一
」
鼻
ユ
ル
ゲ
ン
・
ヴ
ォ
ル
タ
ー
〔
葛
原
力
三
訳
〕
「
不
法
へ
の
客
観
的
帰
属
と
人
的
帰
属
」
シ
ュ
ー

ネ
マ
ン
編
・
一
二
四
頁
、
一
二
七
頁
、
一
二
九
頁
。
な
お
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
は
、
自
説
は
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
の
基
本
思
想
と
結
び
付
い
て
い
る
、
と
し
て
い
る

　
（
≦
O
一
お
び
勲
勲
ρ
ω
」
8
｝
葛
原
訳
・
二
七
頁
）
。

20　19　18　17　16　15

≦
○
犀
R
｝
鉾
鉾
ρ
（
注
14
）
ω
。
一
一
9
葛
原
訳
・
二
一
九
頁
。

≦
○
一
8
斜
勲
勲
9
（
注
1
4
）
ω
。
自
ρ
葛
原
訳
・
ご
エ
ハ
ー
七
頁
。

ミ
o
岸
R
）
費
勲
9
（
注
1
4
）
ω
●
富
P
葛
原
訳
・
一
三
六
頁
。

零
o
一
8
お
讐
卑
9
（
注
1
4
）
ω
」
嶺
｝
葛
原
訳
⊥
二
九
頁
。

≦
O
詳
①
び
鉾
鉾
○
■
（
注
M
）
ψ
旨
ど
葛
原
訳
・
ニ
ニ
七
頁
。

Ω
雲
ω
勾
o
風
P
ω
段
臥
お
o
耳
≧
碍
Φ
B
①
ぼ
R
↓
Φ
芦
ω
創
プ
9
＞
亀
ご
お
S
一
ψ
ま
o
。
”
勾
P
器
。
例
え
ば
イ
ェ
シ
ェ
ッ
タ
は
、

決
定
規
範
が
行
為
無



価
値
だ
け
を
基
礎
付
け
る
の
に
対
し
、
評
価
規
範
は
結
果
無
価
値
に
も
関
連
す
る
、

齢
）
。

（
2
1
）
　
曽
根
威
彦
コ
一
元
的
人
的
不
法
論
と
犯
罪
結
果
」
同
『
刑
事
違
法
論
の
研
究
』

　
は
、
さ
ら
に
山
中
・
前
掲
（
注
1
1
）
四
一
八
頁
以
下
。
ヴ
ォ
ル
タ
ー
は
、
そ
の
後
、

　
お
い
て
、
さ
ら
に
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。

（
2
2
）
　
曽
根
・
前
掲
（
注
2
1
）
三
六
頁
。

（
2
3
）
　
山
中
・
前
掲
（
注
1
1
）
四
二
四
頁
以
下
。

（
2
4
）
　
山
中
・
前
掲
（
注
1
1
）
四
二
六
頁
。

と
し
て
い
る
（
實
ω
魯
9
F
勲
甲
ρ
（
注
1
）
い
罫
く
9
貿
。。
菊
P

（
一
九
九
八
年
）
二
九
頁
以
下
。
ヴ
ォ
ル
タ
ー
の
規
範
論
に
つ
い
て

≦
o
犀
R
も
如
。
ρ
（
注
1
4
）
ω
」
O
無
勢
葛
原
訳
・
一
一
五
頁
以
下
に

三
　
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
見
解

　
ー
　
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
考
え
方

　
①
　
帰
属
論
　
　
ル
ド
ル
フ
ィ
ー
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
が
不
法
を
行
為
不
法
と
結
果
不
法
と
に
分
か
ち
つ
つ
も
、
両
者
の
密
接
な
関
連
性

を
前
提
と
し
て
客
観
的
帰
属
論
を
展
開
し
た
の
に
対
し
、
両
者
を
峻
別
し
た
上
で
、
帰
属
論
は
結
果
不
法
論
の
問
題
に
す
ぎ
ず
、
行
為

不
法
論
の
問
題
は
構
成
要
件
該
当
行
為
に
か
か
わ
る
、
と
す
る
の
が
フ
リ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
彼
は
、
通
説
と
は
異
な
っ
て
、
「
構
成
要

件
該
当
的
態
度
」
と
「
結
果
の
帰
属
」
と
の
分
離
を
試
み
て
、
行
為
者
が
否
認
さ
れ
た
危
険
を
創
出
し
た
か
否
か
、
構
成
要
件
の
範
囲

が
ど
こ
ま
で
及
ん
で
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
結
果
帰
属
の
問
題
で
は
な
く
、
構
成
要
件
該
当
的
態
度
の
問
題
で
あ
る
と
し
、
法
的
に

禁
止
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
危
険
の
判
断
を
構
成
要
件
該
当
的
態
度
に
限
定
し
て
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
結
果
犯
の
領
域
に
お
い

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九



　
　
　
早
法
七
四
巻
四
号
（
一
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇

て
、
否
認
さ
れ
た
危
険
創
出
の
要
件
は
結
果
帰
属
論
の
要
素
と
し
て
は
余
分
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
帰
属
論
に
先
置
さ
れ
た
問
題
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

あ
っ
て
、
構
成
要
件
該
当
行
為
の
中
核
的
な
要
件
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
帰
属
論
に
属
す
る
の
は
、
「
構
成
要
件
該
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

的
態
度
を
根
拠
づ
け
る
危
険
と
結
果
発
生
と
の
間
の
因
果
連
関
と
実
現
連
関
の
み
で
あ
る
」
と
し
て
、
結
果
帰
属
を
単
に
、
法
的
に
禁

止
さ
れ
た
行
為
に
よ
る
結
果
惹
起
の
問
題
と
み
な
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
フ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
構
成
要
件
該
当
的
に
否
認
さ
れ
た
危
険
創
出
の
判
断
に
と
っ
て
本
質
的
な
根
本
基
準
は
、
第
一

に
、
一
定
の
危
険
を
伴
う
行
為
態
様
を
否
認
す
る
こ
と
が
、
行
為
の
自
由
を
考
慮
し
て
も
一
定
の
財
を
保
持
す
る
た
め
に
適
切
、
必
要

か
つ
相
当
な
手
段
と
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
第
二
に
、
規
範
の
効
力
と
不
可
侵
性
を
保
持
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

認
さ
れ
た
危
険
創
出
に
対
し
刑
罰
で
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
相
当
と
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
し
て
フ
リ
ッ
シ
ュ
は
、

法
益
を
危
殆
化
す
る
行
為
態
様
の
三
つ
の
基
本
的
な
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
①
被
害
者
ま
た
は
第
三
者
が
危
険
を
高
め
た
り
、
積
極
的
に

危
険
を
促
進
す
る
よ
う
に
介
在
す
る
こ
と
な
く
、
直
接
に
財
の
侵
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
態
様
、
②
被
害
者
自
身
が
媒
介
す
る

行
動
を
経
て
初
め
て
財
の
侵
害
作
用
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
被
害
者
の
相
応
な
態
度
が
明
白
に
可
能
で
あ
る
た
め

に
危
険
な
行
為
態
様
、
③
第
三
者
が
行
為
者
の
行
為
に
引
き
続
い
て
法
益
を
脅
か
し
、
侵
害
す
る
よ
う
な
行
為
態
様
を
取
る
、
と
い
う

多
か
れ
少
な
か
れ
重
大
な
危
険
（
田
ω
涛
o
）
が
存
在
す
る
た
め
に
、
法
益
侵
害
の
危
険
（
○
Φ
貯
ぼ
）
を
担
う
こ
と
に
な
る
行
為
態
様
の

　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

類
型
を
挙
げ
て
い
る
。

　
②
　
規
範
論
　
　
フ
リ
ッ
シ
ユ
の
帰
属
論
も
、
彼
の
規
範
論
を
踏
ま
え
て
初
め
て
こ
れ
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
で
も
、
行
為
規
範
（
態
度
規
範
）
と
制
裁
規
範
と
の
関
連
・
区
別
が
問
題
と
な
る
が
、
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
規
範
論
は
、
態
度
規
範
違
反
に

つ
い
て
事
前
判
断
の
方
法
を
徹
底
さ
せ
、
態
度
規
範
の
射
程
を
結
果
惹
起
の
側
面
を
排
除
し
た
狭
義
の
行
為
に
限
る
点
に
そ
の
特
色
が



あ
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
（
態
度
）
規
範
は
、
事
前
的
に
行
為
に
指
針
を
与
え
る
よ
う
に
作
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
侵

害
惹
起
禁
止
な
い
し
侵
害
回
避
命
令
は
意
味
の
あ
る
規
範
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
フ
リ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
構
成
要
件
該
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

の
規
範
違
反
行
為
の
中
核
は
侵
害
の
惹
起
で
は
な
く
、
事
前
判
断
に
よ
る
「
客
観
的
に
否
認
さ
れ
た
危
険
の
創
出
」
で
あ
る
。
態
度
規

範
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
対
象
は
、
行
為
の
状
況
で
認
識
可
能
な
危
険
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
必
要
な
の
は
、
行
為
の
時
点
で
確
認
し
う

る
危
険
で
あ
っ
て
、
事
後
的
な
視
点
か
ら
し
か
明
ら
か
に
な
り
え
な
い
危
険
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
態
度
規
範
の
独
自
性
を
強
調
す
る
フ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
通
常
、
客
観
的
帰
属
論
の
内
部
で
議
論
さ
れ
る
「
規
範
の
保
護
目
的
」
の
理
論

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
結
果
の
客
観
的
帰
属
の
理
論
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
説
得
的
で
な
い
、
と
主
張
し
、
こ
の
こ
と
が
妥
当
す
る
の

は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
保
護
範
囲
」
に
よ
っ
て
、
法
益
侵
害
に
つ
な
が
る
事
象
経
過
1
そ
れ
に
対
し
て
個
々
の
構
成
要
件
の
態
度
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

範
が
保
護
す
る
こ
と
に
な
る
ー
の
領
域
を
意
味
す
る
と
き
で
あ
る
、
と
い
う
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
保
護
が
常
に
、
そ
の
よ
う
な
事

象
経
過
の
表
出
と
い
う
、
も
は
や
許
容
で
き
な
い
危
険
を
創
出
す
る
一
定
の
行
為
態
様
の
禁
止
に
関
し
て
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
保
護
目
的
論
の
分
野
で
も
、
そ
の
下
で
一
定
の
態
度
が
否
認
さ
れ
る
「
危
険
次
元
」
の
厳
格
な
把
握
以
上
の
も

の
が
問
題
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
態
度
規
範
の
保
護
範
囲
が
、
否
認
さ
れ
る
危
険
の
創
出
の
保
護
範
囲
を
意
味
す
る
と

い
う
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
が
構
成
要
件
該
当
行
為
の
問
題
で
あ
っ
て
、
結
果
帰
属
の
問
題
で
な
い
こ
と
は
当
然
の

　
　
　
（
3
1
）
（
32
）

帰
結
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
態
度
に
帰
属
可
能
な
結
果
の
要
件
は
、
明
ら
か
に
態
度
規
範
の
外
部
に
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
態
度
規
範
の

違
反
と
併
存
す
る
制
裁
規
範
独
自
の
要
件
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
独
自
の
制
裁
の
要
件
と
し
て
、
そ
れ
は
す
で
に
規
範
論
理

的
根
拠
か
ら
、
厳
密
に
は
態
度
規
範
と
同
じ
と
は
い
え
な
い
基
本
思
想
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
「
結
果
発
生
へ
の
危
険
の
現
実
化
」
は
、

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一



　
　
　
早
法
七
四
巻
四
号
（
一
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

制
裁
規
範
侵
害
の
制
裁
構
想
に
特
有
な
付
加
的
要
件
で
あ
る
。
付
加
的
要
件
と
し
て
、
態
度
と
一
定
の
関
係
の
下
に
立
っ
て
発
生
し
た

結
果
は
、
こ
の
よ
う
な
帰
結
に
向
か
う
危
険
な
行
為
の
遂
行
の
後
に
、
刑
罰
の
介
入
の
妥
当
性
と
正
当
化
の
可
能
性
と
に
関
連
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
2
　
フ
リ
ッ
シ
ュ
説
の
検
討

　
フ
リ
ッ
シ
ュ
が
構
成
要
件
該
当
行
為
と
結
果
の
帰
属
を
分
離
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
態
度
規
範
と
制
裁
規
範
を
峻
別
す
る
立
場
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

ら
、
こ
れ
に
好
意
的
な
見
方
も
あ
る
。
た
し
か
に
、
危
険
の
創
出
を
結
果
の
帰
属
の
問
題
か
ら
分
離
し
、
こ
れ
を
構
成
要
件
該
当
的
態

度
の
問
題
と
し
て
独
立
に
論
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
事
例
に
よ
っ
て
は
問
題
の
適
切
な
解
決
を
導
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
客
観
的
帰
属

論
者
に
よ
っ
て
、
許
さ
れ
な
い
危
険
の
創
出
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
ま
た
構
成
要
件
の
射
程
範
囲
に
属
さ
な
い
、
と
し
て
客
観
的
帰

属
が
否
定
さ
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
結
果
の
帰
属
を
問
う
ま
で
も
な
く
す
で
に
実
行
行
為
性
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
に
構
成
要
件
に
該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
類
型
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
一
般
化
し
て
、
す
べ
て
の
場
合
に
つ
い
て
構
成
要
件
該
当
的

態
度
と
結
果
の
帰
属
と
を
完
全
に
分
離
す
る
こ
と
は
や
は
り
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
多
く
の
論
者
は
、
行
為
の
危
険
と
結
果
の
帰
属
と
は
相
互
に
関
連
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
地
か
ら
、
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

に
対
し
批
判
的
な
意
見
を
寄
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ロ
ク
シ
ン
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
分
離
論
に
よ

る
と
、
結
論
に
お
い
て
常
に
結
果
が
帰
属
さ
れ
る
か
帰
属
さ
れ
な
い
か
が
問
題
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。
（
結
果
の
）
惹
起
者
が
最
初
か
ら
適
切
に
行
動
し
て
い
た
場
合
に
は
、
彼
に
結
果
が
帰
属
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、

因
果
経
過
が
と
り
わ
け
途
方
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
場
合
も
、
同
様
に
結
果
が
帰
属
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え

て
、
右
の
分
離
論
に
対
し
て
は
、
行
為
無
価
値
と
結
果
無
価
値
は
分
か
ち
が
た
く
相
互
に
結
び
付
い
て
い
る
と
い
う
事
情
が
こ
れ
に
反



対
す
る
論
拠
と
な
る
。
例
え
ば
、
殺
害
結
果
と
そ
の
帰
属
な
し
に
は
、
殺
害
行
為
も
「
構
成
要
件
該
当
行
為
」
も
あ
り
え
な
い
（
せ
い

ぜ
い
未
遂
結
果
を
前
提
と
し
て
殺
害
未
遂
行
為
が
あ
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
）
、
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
山
中
教
授
も
、
危
険
創
出
は
結
果
帰
属
基
準
の
一
つ
で
あ
る
、
と
す
る
立
場
か
ら
批
判
を
展
開
し
、
危
険
創
出
は
抽
象
的
な
結
果
に

対
す
る
事
前
の
危
険
を
意
味
し
、
そ
れ
は
構
成
要
件
該
当
行
為
の
要
件
で
あ
り
う
る
の
み
な
ら
ず
、
結
果
帰
属
に
必
要
な
程
度
の
行
為

の
危
険
性
の
要
件
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
、
危
険
な
行
為
を
結
果
に
結
び
付
け
る
契
機
な
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
教
授
は
、
フ
リ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

シ
ュ
が
挙
げ
る
（
前
出
1
①
）
、
法
益
を
危
険
に
さ
ら
す
三
つ
の
行
為
態
様
の
類
型
に
つ
い
て
も
批
判
を
展
開
し
、
三
つ
の
類
型
の
う

ち
、
固
有
の
意
味
で
の
危
険
創
出
の
問
題
は
①
の
第
一
類
型
の
み
で
あ
り
、
②
③
の
第
二
・
第
三
類
型
は
、
危
険
実
現
の
問
題
で
あ
っ

て
構
成
要
件
該
当
（
行
為
）
の
問
題
で
は
あ
り
え
な
い
、
と
す
る
。
と
い
う
の
は
、
危
険
創
出
は
事
前
判
断
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
第
三
者
や
被
害
者
の
行
為
の
介
入
は
事
後
に
展
開
し
て
い
く
事
情
で
あ
っ
て
、
事
前
判
断
に
お
い
て
は
類
型
化
で
き
な
い
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

的
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

　
フ
リ
ッ
シ
ュ
が
常
に
危
険
の
創
出
を
結
果
の
帰
属
の
問
題
か
ら
載
然
と
分
離
し
、
こ
れ
を
独
立
さ
せ
て
構
成
要
件
該
当
的
態
度
の
問

題
と
し
て
論
じ
た
こ
と
は
、
各
評
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
犯
罪
概
念
に
お
け
る
行
為
と
結
果
と
の
有
機
的
関
連
性
を
破
壊
す
る
も
の

で
あ
っ
て
妥
当
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
故
意
の
対
象
が
（
態
度
）
規
範
の
射
程
を
超
え
た
侵
害
結
果
な
い
し
危
険
結
果
そ

の
も
の
に
及
ば
な
く
て
も
よ
い
、
と
す
る
故
意
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
帰
着
し
、
故
意
の
結
果
に
対
す
る
責
任
連
関
を
否
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
責
任
原
則
を
空
洞
化
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
も
っ
と
も
、
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、
刑
法
上
の

不
法
を
、
相
互
に
独
立
し
た
規
範
で
あ
る
行
為
規
範
（
態
度
規
範
）
と
制
裁
規
範
と
か
ら
構
築
し
よ
う
と
し
た
彼
の
不
法
論
の
当
然
の

帰
結
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
規
範
論
的
に
み
て
、
意
思
決
定
機
能
を
そ
の
内
容
と
す
る
行
為
規
範
に
よ
っ
て
犯
罪
結
果

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三



　
　
　
　
早
法
七
四
巻
四
号
（
｝
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四

（
危
険
の
実
現
）
を
捕
捉
す
る
こ
と
は
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
り
、
反
対
に
、
本
来
的
に
裁
判
規
範
と
し
て
機
能
す
る
制
裁
規
範
に
よ
っ

て
、
行
為
者
の
意
思
決
定
機
能
を
捉
え
る
こ
と
も
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
不
法
論
と
し
て
客
観
的
帰
属
論
を
展

開
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
統
一
的
な
評
価
規
範
に
よ
っ
て
危
険
の
創
出
と
そ
の
実
現
と
を
有
機
的
に
関
連
付
け
て
把
握
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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薫
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凝
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閃
写
一
の
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暮
げ
Φ
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貫
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Φ
魯
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薦
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ω
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犠
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あ
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問
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ω
o
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閃
鼠
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o
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騨

問
鼠
の
O
げ
蝉
。
騨

　
　
　
℃

問
ユ
ω
o
F
鉾
鉾

問
鼠
ω
o
F
m
■
勲

山
中
・
前
掲

ρρρρρ

　
　
　
　
　
　
（
注
1
1
）

フ
リ
ッ
シ
ュ
が
危
険
創
出
を
客
観
的
帰
属
の
問
題
と
せ
ず
、
こ
れ
を
態
度
規
範
（
行
為
規
範
）
違
反
の
問
題
と
し
て
処
理
し
た
こ
と
は
、
機
能
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
く
嗅
ω
R
＆
ω
9
冒
①
ヨ
鋤
巨
葛
一
p
凄
ぼ
琶
讐
昌
鼠
ω
鋒
駄
お
9
岳
魯
①
琢
の
曾
①
ヨ
α
g
・

　
　
ω
9
盲
①
B
鋤
目
（
＝
参
閃
）
騨
騨
ρ
（
注
M
）
ω
ひ
曽
め
松
生
光
正
訳
「
刑
法
上
の
体
系
思
考
に
関
す
る
序
論
」
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
編
・
五
六
－
七

　
　
　
彼
に
お
い
て
、
法
的
に
禁
止
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
危
険
の
判
断
を
構
成
要
件
該
当
的
態
度
に
限
定
し
た
こ
と
か
ら
、
故
意
に
お
け
る
認
識

　
　
　
客
観
的
構
成
要
件
そ
の
も
の
で
は
な
く
構
成
要
件
該
当
的
な
態
度
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
写
一
零
F
く
興
脇
旨
仁
且
家
ω
蒔
ρ
這
G。
G。
）

一
。
一
」
届
。
。
合
）
。
そ
し
て
、
構
成
要
件
該
当
的
態
度
の
本
質
が
法
的
に
否
認
さ
れ
た
危
険
性
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
犯
の
場
合
に
行
為
者

自
己
の
行
為
に
客
観
的
に
み
て
結
果
を
招
来
す
る
一
定
の
危
険
の
適
性
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
れ
ば
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
問
二
ω
o
戸
寧
鋤
’
○
。
ω
」
一
〇。
貼
｛
。
口
①
曽
ご
。

写
δ
o
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巽
ρ
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注
2
5
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昌
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ω
嘗
算
凶
8
撃
○
国
ヨ
賊
綜
島
①
ω
霞
鉱
8
9
昆
o
冨
N
畦
8
ぎ
轟
」
§

（
注
2
5
）
ω
。
①
8

（
注
2
5
）
ω
褐
卑

（
注
2
5
）
ψ
o
。
9
8
胤
め
置
o。
斥
』
ω
O
宍

（
注
2
5
）
ω
。
⇒
い

（
注
2
5
）
ω
。
密
●

　
四
〇
三
頁
参
照
。

　
概
念
と
し
て
規
定
さ
れ
た
彼
の
故
意
論
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る

　
ぎ
P
ぎ
一

頁
参
照
）
。

　
の
対
象
も
、

　
ω
。

　
は
、

い
う
こ
と
に
な
る

（
3
3
）

（
34
）



ω
魯
言
①
ヨ
き
β
巨
α
∪
一
器
（
＝
お
堕
ン
閃
累
雪
①
ぽ
①
号
ω
国
ξ
8
讐
ω
魯
窪
ω
賃
臥
お
o
げ
貫
這
3
｝
ψ
3
・
ハ
フ
ケ
は
、
規
範
と
刑
罰
法
規
と
を
分
け
る
ビ

　
ン
デ
ィ
ン
グ
の
見
解
に
倣
い
、
犯
行
の
（
留
一
蒔
駐
9
）
帰
属
は
刑
法
上
の
帰
属
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

（
3
5
）
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
曽
根
威
彦
「
客
観
的
帰
属
論
の
体
系
論
的
考
察
i
ロ
タ
シ
ン
の
見
解
を
中
心
と
し
て
ー
」
西
原
春
夫
先
生
古
稀
祝
賀
論
文

集
第
一
巻
（
一
九
九
八
年
）
六
八
頁
以
下
。

40　39　38　37　36
）　　）　　）　　）　　）シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
の
次
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る

構
成
要
件
に
該
当
す
る
態
度
を
、

こ
の
よ
う
に
し
て
被
害
者
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
行
為
者
の
視
点
か
ら
の
み
迫
っ
て
い
る
構
成
要
件
充
足
の
場
合
に
関
し
て
も
、

止
を
補
っ
て
理
解
す
る
と
き
、

な
目
的
主
義
の
見
方

を
、も
の
を
禁
ず
る
こ
と
に
な
る
決
定
規
範
の
上
に
根
拠
付
け
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
、

富
ω
9
9
F
騨
鉾
P
（
注
1
）
ω
』
o。
S

園
o
x
一
P
矯
騨
騨
9
（
注
2
0
γ
ω
る
一
ρ
国
P
＆
’

山
中
・
前
掲
（
注
n
）
四
〇
六
頁
。

山
中
・
前
掲
（
注
n
）
四
〇
七
頁
。

さ
ら
に
、
故
意
が
あ
る
と
す
る
た
め
に
「
構
成
要
件
該
当
的
な
危
険
の
認
識
」
が
あ
れ
ば
足
り
る
、
と
す
る
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
故
意
論
に
対
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
o
冨
器
き
き
P
勲
勲
ρ
（
注
32
）
ψ
舞
松
生
訳
・
六
四
頁
）
。
フ
リ
ッ
シ
ュ
が
故
意
の
対
象
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
為
者
の
立
場
か
ら
判
断
す
べ
き
結
果
惹
起
の
危
険
な
い
し
そ
の
他
の
構
成
要
件
要
素
の
存
在
の
危
険
と
同
一
視
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
罰
法
規
に
行
為
の
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
範
論
的
論
証
の
負
担
能
力
を
過
度
に
酷
使
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
フ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
極
端

　
　
　
　
　
　
（
不
法
の
典
型
は
終
了
し
た
不
能
未
遂
に
あ
る
と
す
る
も
の
）
を
は
る
か
に
超
え
て
し
ま
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
彼
の
故
意
構
想

法
律
か
ら
必
然
的
に
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
決
定
規
範
、
し
か
も
刑
法
の
制
裁
規
範
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
り
は
る
か
に
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
い
る
。

四
　
ロ
ク
シ
ン
の
見
解

1（1）

ロ
ク
シ
ン
の
考
え
方

帰
属
論
　
　
ロ
ク
シ
ン
に
よ
れ
ば
、
客
観
的
構
成
要
件
へ
の
帰
属
は
、

客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）

二
つ
の
連
続
し
て
構
成
さ
れ
る
原
理
に
従
っ
て
行
わ

一
七
五



　
　
　
早
法
七
四
巻
四
号
（
一
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六

（
4
1
）

れ
る
。
ま
ず
、
行
為
者
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
結
果
が
客
観
的
構
成
要
件
に
帰
属
す
る
の
は
、
行
為
者
の
態
度
が
行
為
客
体
に
対
す
る

許
さ
れ
た
危
険
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
危
険
を
創
出
し
、
こ
の
危
険
が
具
体
的
結
果
に
も
実
現
し
た
場
合
だ
け
で
あ
る
。
危
険
創

出
が
欠
け
れ
ば
不
可
罰
と
な
る
の
に
対
し
（
例
え
ば
A
が
B
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
、
雷
雨
の
森
に
B
が
行
く
よ
う
に
仕
向
け
、
B
が
A
の

計
画
ど
お
り
に
雷
に
当
た
っ
て
死
亡
し
た
と
い
う
場
合
“
雷
事
例
）
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
法
益
侵
害
に
危
険
の
実
現
が
欠
け
る
と
き

は
、
既
遂
の
脱
落
だ
け
を
引
き
起
こ
す
に
過
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
場
合
に
よ
っ
て
は
未
遂
の
刑
が
科
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
（
例
え
ば

A
が
殺
意
を
も
っ
て
B
を
撃
っ
た
が
、
B
は
軽
傷
を
負
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
治
療
の
た
め
収
容
さ
れ
た
病
院
で
火
災
の
た
め
死
亡
し
た
と
い
う
場

合
H
病
院
火
災
事
例
）
、
と
い
う
。
次
に
、
結
果
が
行
為
者
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
危
険
の
実
現
で
あ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
帰
属
可

能
で
あ
る
が
、
構
成
要
件
の
射
程
範
囲
が
こ
の
よ
う
な
危
険
と
そ
の
作
用
と
の
結
合
を
捕
捉
し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
例
外
的
に
帰
属
が
否
定
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
、
と
す
る
（
例
え
ば
A
が
B
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
へ
誘
っ
た
と
こ
ろ
、
A
が
予
期
し
た
よ
う

に
、
B
が
遭
難
し
て
死
亡
し
た
と
い
う
場
合
H
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
勧
誘
事
例
）
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
客
観
的
構
成
要
件
へ
の
帰
属
は
、
行
為

者
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
、
許
さ
れ
た
危
険
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
危
険
を
構
成
要
件
の
射
程
内
で
実
現
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

（
盤
）

い
る
。

　
②
　
規
範
論
　
　
ロ
ク
シ
ン
は
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
に
代
表
さ
れ
る
ド
イ
ツ
の
通
説
的
見
解
が
行
為
と
結
果
を
分
離
し
、
行
為
の
み
を
決

定
規
範
（
行
為
規
範
）
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
反
対
し
、
結
果
も
行
為
に
帰
属
さ
れ
る
限
り
で
は
決
定
規
範
（
お
よ
び
評
価
規
範
）
の
対

象
で
あ
る
、
と
す
る
。

　
ロ
ク
シ
ン
に
お
い
て
も
、
自
然
的
な
出
来
事
な
い
し
予
見
不
可
能
な
偶
然
の
出
来
事
を
禁
止
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
意
味
を
も
た
な

い
か
ら
、
「
刑
法
に
お
い
て
は
行
為
不
法
の
な
い
結
果
不
法
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
」
。
し
た
が
っ
て
、
結
果
が
人
間
の
行
為
か
ら



独
立
し
た
も
の
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
単
な
る
偶
然
的
な
ー
予
見
不
可
能
な
作
用
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
も
の

で
も
な
い
と
い
う
限
り
で
は
、
「
行
為
だ
け
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
結
果
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
一
元
的
人
的
不
法
論
の
命

　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

題
は
正
し
い
、
と
す
る
。
し
か
し
、
可
罰
的
行
為
の
計
画
ど
お
り
の
実
現
、
な
い
し
注
意
義
務
違
反
の
相
当
な
帰
結
と
し
て
生
ず
る
結

果
は
間
違
い
な
く
禁
止
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
ロ
ク
シ
ン
は
、
刑
法
規
範
の
対
象
は
行
為
だ
け
で
あ
っ
て
結
果
を
含
ま
な
い
と
す
る

　
　
　
　
　
（
44
）

一
元
論
を
批
判
し
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
は
、
内
部
的
お
よ
び
外
部
的
要
素
（
結
果
を
含
む
）
の
統
一
体
と
し
て
不
法
の
基
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

に
あ
る
決
定
規
範
お
よ
び
評
価
規
範
の
対
象
と
な
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
彼
の
帰
属
論
（
い
わ
ゆ
る
客
観
的
帰
属
論
を
そ
の
内
に
含
む
）
は
、
右
の
規
範
論
を
前
提
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
一

元
的
人
的
不
法
論
の
帰
結
、
す
な
わ
ち
結
果
の
発
生
は
お
よ
そ
偶
然
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
不
法
を
も
っ
ぱ
ら
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

為
者
の
意
図
（
な
い
し
許
さ
れ
な
い
危
険
の
創
出
）
に
依
拠
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
見
解
が
否
定
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
行

為
に
帰
属
し
な
い
結
果
は
偶
然
の
産
物
と
し
て
ロ
ク
シ
ン
に
よ
っ
て
も
不
法
か
ら
排
除
さ
れ
る
が
、
具
体
的
法
益
侵
害
を
行
為
者
の
仕

業
と
し
て
出
現
さ
せ
る
結
果
は
、
不
法
要
素
と
し
て
行
為
に
帰
属
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
帰
属
論
の
目
的
は
、
行
為
に
帰
属
し
な
い
結

果
（
し
た
が
っ
て
偶
然
な
結
果
惹
起
）
を
排
除
す
る
こ
と
に
あ
る
。
結
果
は
、
そ
れ
が
帰
属
可
能
な
場
合
に
、
そ
こ
に
お
い
て
行
為
無
価

値
が
有
意
味
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
限
り
で
不
法
の
不
可
欠
な
核
心
部
分
で
あ
る
、
と
い
う
。

　
2
　
ロ
ク
シ
ン
説
の
検
討

　
以
上
の
説
明
か
ら
、
ロ
ク
シ
ン
が
決
定
規
範
（
行
為
規
範
）
と
評
価
規
範
と
を
一
体
の
も
の
と
し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ

　
（
4
7
）

れ
る
。
た
し
か
に
、
評
価
規
範
と
決
定
規
範
と
が
同
一
規
範
の
機
能
面
か
ら
み
た
二
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
評
価
機
能
と
決
定
機
能
と

を
意
味
す
る
と
解
せ
ら
れ
る
限
り
で
は
、
両
者
の
射
程
範
囲
を
共
通
の
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
に
一
応
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
七



　
　
　
早
法
七
四
巻
四
号
（
一
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
八

か
し
、
純
粋
に
客
観
的
な
結
果
を
も
主
観
的
な
（
意
思
）
決
定
規
範
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
偶
然
的
な
結
果
は
も
と

よ
り
、
計
画
ど
お
り
の
結
果
な
い
し
予
見
可
能
な
結
果
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
決
定
規
範
違
反
と
し
て
不
法
要
素
に
数
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
る
。
結
果
は
、
た
と
え
そ
れ
が
行
為
に
帰
属
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
や
は
り
ヴ
ォ
ル
タ
！
ら
の
説
く
よ
う
に
、

単
に
評
価
規
範
の
対
象
で
あ
っ
て
、
決
定
規
範
の
対
象
で
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
決
定
規
範
を
不
法
の
前
提
と
解
す
る
限
り

で
は
、
行
為
に
帰
属
さ
れ
も
の
も
含
め
て
す
べ
て
の
結
果
を
不
法
要
素
と
み
な
い
一
元
的
人
的
不
法
論
に
採
る
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で

あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
反
対
に
、
結
果
を
も
不
法
要
素
に
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
、
不
法
論
に
お
い
て
は
刑
法
規
範
の
も
つ
評

価
機
能
の
み
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ロ
ク
シ
ン
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
行
為
に
帰
属
し
な
い
偶
然
の
結
果
は
評
価
規
範
に
違
反
し
て

い
て
も
決
定
規
範
に
違
反
し
て
い
な
い
た
め
不
法
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
不
法
を
最
終
的
に
決
定

し
て
い
る
の
は
決
定
規
範
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
彼
の
規
範
論
が
行
為
無
価
値
論
的
で
あ
る
と
の
評
価
は
避
け
ら

れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ロ
ク
シ
ン
説
の
特
色
の
一
つ
は
、
結
果
を
行
為
に
帰
属
し
う
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
に
分
か
っ
た
う
え
、

前
者
に
つ
い
て
の
み
決
定
規
範
違
反
し
た
が
っ
て
不
法
性
を
認
め
、
行
為
に
帰
属
し
な
い
偶
然
の
結
果
に
つ
い
て
は
決
定
規
範
の
対
象

か
ら
外
し
て
そ
の
不
法
性
を
認
め
な
い
点
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
不
法
要
素
と
し
て
の
結
果
は
む
し
ろ
評
価
規
範
に
よ
っ
て
の
み
基
礎

付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
結
果
は
、
そ
れ
が
評
価
規
範
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
行
為
に
帰
属
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら

ず
不
法
性
を
帯
び
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
4
1
）
　
ロ
ク
シ
ン
の
客
観
的
帰
属
論
に
対
す
る
筆
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
曽
根
・
前
掲
（
注
35
）
六
五
頁
以
下
参
照
。

　
（
4
2
）
　
勾
o
×
一
P
騨
P
O
●
（
注
2
0
）
ω
。
G。
一
〇
隼



（
4
3
）
　
国
○
圏
P
騨
m
。
○
。
（
注
2
0
）
ψ
ま
窯
●
国
p
■
0
9

（
4
4
）
　
ロ
ク
シ
ン
に
よ
れ
ば
、
極
端
な
主
観
的
不
法
論
は
、
行
為
無
価
値
だ
け
を
決
定
規
範
の
対
象
と
み
な
し
、
評
価
規
範
の
み
を
さ
ら
に
結
果
無
価
値
へ

　
と
拡
張
し
て
い
る
、
と
い
う
（
園
○
箆
P
勲
寧
ρ
（
注
2
0
）
ω
・
鴇
ρ
》
p
ヨ
」
合
）
。

（
4
5
）
　
勾
○
×
一
P
g
D
．
勲
○
。
（
注
2
0
）
ω
。
零
ρ
園
P
O
8

（
4
6
）
　
勾
o
民
P
m
。
騨
○
’
（
注
2
0
）
φ
ミ
P
刻
P
O
o
。
●

（
4
7
）
　
斉
藤
誠
二
「
い
わ
ゆ
る
『
相
当
因
果
関
係
説
の
危
機
』
に
つ
い
て
の
管
見
」
法
学
新
報
一
〇
三
巻
二
二
二
号
七
七
三
頁
参
照
。

五
　
山
中
教
授
の
見
解

　
1
　
山
中
教
授
の
考
え
方

　
①
　
帰
属
論
　
　
山
中
教
授
に
よ
れ
ば
、
客
観
的
帰
属
論
は
、
条
件
関
係
論
を
前
提
と
し
た
危
険
連
関
論
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
危
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

創
出
連
関
論
と
危
険
実
現
連
関
論
の
二
つ
の
柱
か
ら
成
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
危
険
創
出
連
関
」
は
、
行
為
の
危
険
性
の
事
前
判
断
か

ら
成
り
、
こ
れ
に
は
、
①
行
為
客
体
に
対
し
て
直
接
の
危
険
を
及
ぼ
す
行
為
の
場
合
（
直
接
的
危
険
創
出
行
為
）
と
、
②
危
険
な
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

を
創
出
し
、
そ
れ
に
何
ら
か
の
介
在
事
情
が
介
入
し
て
行
為
客
体
に
到
達
す
る
場
合
（
危
険
状
況
創
出
行
為
）
と
が
あ
る
。
次
に
、
「
危

険
実
現
連
関
」
は
、
創
出
さ
れ
た
危
険
が
具
体
的
に
発
生
し
た
結
果
に
実
現
し
た
か
ど
う
か
を
事
後
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

危
険
実
現
連
関
判
断
の
た
め
の
帰
属
基
準
を
類
型
化
す
る
と
、
こ
れ
に
は
、
①
直
接
的
危
険
へ
の
介
入
類
型
、
②
間
接
的
危
険
へ
の
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

入
類
型
、
③
状
況
的
危
険
へ
の
介
入
類
型
、
④
規
範
的
・
自
己
答
責
的
行
動
介
入
類
型
が
あ
る
、
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
客
観
的
帰
属
論
の
類
型
的
・
分
析
的
考
察
が
試
み
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
の
理
論
的
基
礎
に
関
す
る
検
討
が
加
え
ら
れ

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九



　
　
　
早
法
七
四
巻
四
号
（
一
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
O

る
。
山
中
教
授
に
よ
れ
ば
、
客
観
的
帰
属
論
は
刑
法
の
規
範
的
機
能
に
関
す
る
考
察
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
危
険

創
出
連
関
論
は
規
範
の
事
前
予
防
的
機
能
（
行
為
規
範
）
の
側
面
を
表
し
、
危
険
実
現
連
関
論
は
制
裁
規
範
が
働
く
た
め
の
前
提
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
51
）

て
の
犯
罪
の
事
後
処
理
的
機
能
の
側
面
を
表
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
ま
た
、
危
険
創
出
連
関
の
役
割
は
、
国
民
に
対
す
る
自
由
保

障
機
能
を
明
確
に
し
て
罪
刑
法
定
主
義
の
行
為
規
範
的
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
り
、
危
険
実
現
連
関
の
問
題
は
、
刑
法
が
制
裁
の

必
要
性
の
有
無
と
範
囲
の
観
点
を
指
針
と
し
て
、
生
じ
た
結
果
に
対
す
る
答
責
性
を
ど
の
よ
う
に
分
配
す
る
の
が
妥
当
か
と
い
う
規
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）

的
問
題
を
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
結
局
、
教
授
に
お
い
て
、
客
観
的
帰
属
論
の
任
務
は
、
危
険
創
出
連
関
論
と
い
う

行
為
規
範
を
前
提
と
す
る
答
責
性
の
限
界
論
と
、
危
険
実
現
連
関
論
と
い
う
制
裁
規
範
の
前
提
条
件
を
画
す
る
答
責
性
限
定
論
と
が
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

み
合
わ
さ
れ
て
、
違
法
判
断
の
対
象
と
な
る
構
成
要
件
的
結
果
惹
起
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
客
観
的
帰
属
論
に
対
し
て
は
、
そ
れ
が
行
為
無
価
値
的
傾
向
を
も
つ
と
い
う
非
難
が
あ
る
が
、
客
観
的
帰
属
論
の
背
景

に
も
多
様
な
不
法
論
・
犯
罪
体
系
論
の
理
解
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
は
個
別
的
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
。

そ
し
て
、
右
の
非
難
に
対
し
て
は
、
客
観
的
帰
属
論
は
行
為
無
価
値
論
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
山
中
教
授
の
い
う
規
範
論
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
無
価
値
論
か
ら
の
客
観
的
帰
属
論
が
展
開
で
き
る
、
と
し
て
い
る
の
で
、
次
に
客
観
的
帰
属
論
の
も

つ
規
範
論
的
意
昧
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
②
　
規
範
論
　
　
山
中
教
授
は
、
ま
ず
、
規
範
を
評
価
規
範
と
行
為
規
範
と
に
分
け
る
立
場
か
ら
、
行
為
規
範
が
評
価
規
範
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

で
あ
る
と
す
る
理
解
を
否
定
す
る
。
教
授
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
結
果
犯
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
結
果
が
発
生
し
た
場
合
に
、
結
果
発
生

防
止
の
た
め
の
評
価
規
範
が
違
反
さ
れ
、
「
結
果
無
価
値
」
が
生
ず
る
が
、
客
観
的
帰
属
は
こ
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
行
為
の
範
囲
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

確
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
人
の
行
動
の
制
御
に
直
接
働
き
か
け
る
の
は
行
為
規
範
で
あ
っ
て
、
行
為
規
範
は
、
評
価
規



範
に
お
け
る
「
価
値
・
無
価
値
」
評
価
を
背
景
に
し
て
、
具
体
的
な
行
動
を
取
る
よ
う
命
令
・
禁
止
す
る
。
し
か
し
、
行
為
規
範
違
反

が
あ
っ
て
も
、
法
益
侵
害
の
危
殆
化
な
い
し
結
果
が
発
生
し
な
い
限
り
、
評
価
規
範
は
問
題
と
な
ら
ず
、
危
険
創
出
が
あ
っ
た
場
合

も
、
評
価
規
範
に
よ
る
無
価
値
判
断
の
推
定
は
働
く
が
、
最
終
的
決
定
は
、
危
殆
化
な
い
し
危
険
実
現
の
枠
内
で
の
結
果
の
発
生
を
ま

っ
て
行
わ
れ
る
、
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

　
山
中
教
授
の
規
範
論
を
、
行
為
の
展
開
に
即
し
て
説
明
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
行
為
規
範
違
反
が
「
行
為
無
価
値
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

で
あ
る
が
、
結
果
犯
・
具
体
的
危
険
犯
に
お
い
て
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
評
価
規
範
（
法
的
評
価
）
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
行

為
規
範
違
反
が
危
険
創
出
に
至
っ
た
場
合
が
「
危
険
（
創
出
）
無
価
値
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
事
前
判
断
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
評
価
規

範
は
一
応
の
無
価
値
判
断
（
評
価
規
範
違
反
の
推
定
）
を
行
う
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
山
中
教
授
に
よ
れ
ば
、
行
為

無
価
値
は
、
決
定
（
行
為
）
規
範
無
価
値
で
は
あ
っ
て
も
評
価
規
範
無
価
値
で
は
な
く
、
ま
た
、
従
来
、
行
為
無
価
値
と
呼
ば
れ
て
い

た
も
の
の
一
部
は
「
危
険
（
創
出
）
無
価
値
」
と
な
り
、
こ
れ
も
最
終
的
な
評
価
規
範
無
価
値
で
は
な
い
、
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

危
険
創
出
が
具
体
的
危
険
状
態
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
未
遂
に
関
す
る
「
危
険
状
態
無
価
値
」
（
危
殆
化
無
価
値
）
が
存
在

し
、
評
価
規
範
が
事
後
的
に
「
危
険
状
態
無
価
値
」
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
創
出
さ
れ
た
危
険
が
結
果
に
実
現
し
た
場
合

に
は
、
評
価
規
範
が
そ
れ
に
対
し
て
無
価
値
判
断
を
行
い
「
結
果
無
価
値
」
が
行
為
者
に
帰
属
さ
れ
る
、
と
い
う
。

　
山
中
教
授
の
行
為
規
範
と
評
価
規
範
の
対
比
は
、
別
の
個
所
で
は
、
「
危
険
行
為
禁
止
規
範
」
と
「
侵
害
行
為
禁
止
規
範
」
の
対
比

　
　
　
　
（
5
9
）

と
し
て
現
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
行
為
規
範
を
樹
立
す
る
段
階
で
は
事
前
的
一
般
予
防
機
能
が
果
た
さ
れ
、
行
為
時
に
あ
っ
て
は
事

前
の
特
別
予
防
が
行
為
規
範
の
重
要
な
機
能
で
あ
る
が
、
行
為
者
が
危
険
創
出
行
為
を
行
っ
た
段
階
で
は
、
す
で
に
危
険
行
為
禁
止
規

範
は
破
ら
れ
て
お
り
、
事
前
予
防
の
た
め
の
「
行
為
」
規
範
が
働
く
余
地
は
な
い
、
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
侵
害
行
為
禁

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一



　
　
　
早
法
七
四
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四
号
（
一
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二

止
規
範
が
い
ま
だ
破
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
違
反
の
た
め
に
は
、
具
体
的
危
険
な
い
し
結
果
の
発
生
が
必
要
で
あ
り
、
危
険
行
為
禁
止

規
範
違
反
が
侵
害
行
為
禁
止
規
範
に
つ
な
が
っ
た
場
合
に
の
み
、
行
為
規
範
の
妥
当
力
を
維
持
す
る
た
め
に
制
裁
規
範
が
発
動
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
60
）

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
教
授
に
よ
れ
ば
、
客
観
的
帰
属
論
は
、
結
果
犯
に
お
け
る
既
遂
に
対
す
る
制
裁
の
発
動
条
件
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
危
険
行
為
禁

止
規
範
違
反
で
あ
る
「
危
険
創
出
」
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
、
制
裁
規
範
違
反
は
な
い
が
、
危
険
創
出
も
制
裁
規
範
発
動
の
一
つ
の
前
提

で
あ
っ
て
、
そ
の
危
険
創
出
が
結
果
に
実
現
し
た
（
侵
害
行
為
禁
止
規
範
違
反
が
あ
っ
た
）
と
い
い
う
る
場
合
に
初
め
て
制
裁
規
範
に
違

反
し
た
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
。
そ
し
て
、
い
つ
侵
害
行
為
禁
止
規
範
違
反
が
あ
っ
た
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
の
が
客
観
的
帰
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
61
）

論
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
2
　
山
中
説
の
検
討

　
①
　
山
中
教
授
に
あ
っ
て
は
、
客
観
的
帰
属
論
と
規
範
論
と
の
関
連
性
を
明
確
に
意
識
し
た
上
で
議
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
規
範

論
理
的
観
点
か
ら
す
る
客
観
的
帰
属
論
の
構
造
分
析
に
つ
い
て
一
応
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
危
険
創
出
連
関
と
行
為
規

範
違
反
（
行
為
無
価
値
・
危
険
無
価
値
）
、
危
険
実
現
連
関
と
評
価
規
範
違
反
（
結
果
無
価
値
・
危
殆
化
無
価
値
）
と
の
対
応
関
係
の
理
解

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
説
得
性
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
刑
法
規
範
の
論
理
分
析
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
明
確
な
部
分
が

残
さ
れ
て
お
り
、
は
た
し
て
評
価
規
範
を
抜
き
に
し
て
行
為
無
価
値
（
行
為
不
法
）
、
さ
ら
に
危
険
無
価
値
（
危
険
の
創
出
）
を
基
礎
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
疑
問
は
依
然
と
し
て
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
山
中
教
授
は
、
評
価
規
範
と
行
為
規
範
と
を
分
離
し
て
捉
え
る
が
、
行
為
規
範
違
反
に
つ
い
て
も
行
為
無
価
値
・
危
険
（
創
出
）
無

価
値
と
し
て
、
「
価
値
・
無
価
値
」
評
価
が
行
わ
れ
る
以
上
、
行
為
無
価
値
判
断
に
お
い
て
も
評
価
規
範
が
機
能
し
て
い
る
と
み
る
べ



　
　
　
　
　
　
（
62
）

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
行
為
規
範
と
評
価
規
範
と
が
分
離
さ
れ
る
と
、
前
者
に
違
反
す
る
行
為
無
価
値
・
危
険
無
価
値
と
、
後
者
に
違

反
す
る
結
果
無
価
値
・
危
殆
化
無
価
値
と
い
う
形
で
、
両
者
の
不
法
構
成
要
素
と
し
て
の
関
連
性
・
統
一
佳
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

に
な
る
。
た
し
か
に
、
山
中
教
授
も
、
危
険
創
出
連
関
に
お
い
て
評
価
規
範
が
「
一
応
の
」
無
価
値
判
断
を
行
う
と
す
る
が
、
危
険
実

現
が
否
定
さ
れ
た
場
合
に
行
為
規
範
違
反
が
認
め
ら
れ
て
も
、
評
価
規
範
違
反
が
あ
る
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
（
前
出
1
②
）
、
そ
こ
で
の
評
価
規
範
違
反
は
あ
く
ま
で
も
仮
象
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
行
為

無
価
値
は
「
決
定
（
行
為
）
規
範
無
価
値
」
で
も
あ
る
と
す
る
が
、
行
為
規
範
が
禁
止
・
命
令
を
内
容
と
す
る
（
意
思
）
決
定
規
範
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
行
為
無
価
値
・
危
険
無
価
値
と
客
観
的
な
評
価
規
範
無
価
値
を
意
味
す
る
結
果
無
価
値
と
の
乖
離
は
ま
す
ま
す

大
き
い
も
の
と
な
ろ
う
。

　
②
　
右
の
問
題
は
、
山
中
教
授
が
、
教
授
の
理
解
す
る
規
範
論
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
無
価
値
論
か
ら
の
客
観
的
帰

属
論
の
展
開
が
可
能
と
な
る
、
と
主
張
す
る
点
と
も
関
連
し
て
く
る
。
た
し
か
に
、
危
険
実
現
連
関
は
、
事
後
的
に
み
て
、
創
出
さ
れ

た
危
険
が
法
益
侵
害
・
危
殆
化
に
実
現
し
た
と
い
え
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
発
生
し
た
侵
害
・
危
険
結
果
を
行
為
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
と
い
う
判
断
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
結
果
無
価
値
論
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
結
果
無
価
値
判

断
か
ら
行
為
規
範
を
切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
ク
シ
ン
ら
に
み
ら
れ
た
結
果
無
価
値
概
念
の
主
観
化
の
懸
念
は
一
応
解
消
さ
れ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
危
険
創
出
連
関
の
方
は
、
そ
れ
が
危
険
実
現
連
関
か
ら
独
立
し
た
要
素
で
あ
る
と
す
る
と
、
評
価
規
範
違
反
（
結
果
無
価

値
）
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
行
為
規
範
違
反
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
、
行
為
無
価
値
論
的
性
格
を
帯
び
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
た
し
か
に
、
山
中
説
に
あ
っ
て
は
、
行
為
規
範
違
反
の
内
部
に
お
い
て
行
為
無
価
値
と
危
険
無
価
値
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三
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法
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一
八
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

行
為
規
範
違
反
が
危
険
創
出
に
至
っ
た
場
合
に
も
行
為
無
価
値
が
存
在
し
続
け
る
以
上
、
危
険
創
出
連
関
の
行
為
無
価
値
性
は
拭
い
去

る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
、
危
険
創
出
の
判
断
が
行
為
者
の
予
見
可
能
性
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

　
　
（
6
5
）

あ
れ
ば
、
そ
の
行
為
無
価
値
は
さ
ら
に
主
観
的
性
格
を
も
具
有
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
危
険
実
現
連
関
も
、
そ
の
よ
う
に
し

て
創
出
さ
れ
た
危
険
の
実
現
を
問
題
に
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
危
険
創
出
連
関
の
も
つ
行
為
無
価
値
論
的
性
格
が
危
険
実
現
連
関
に

波
及
す
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
4
8
）
　
山
中
・
前
掲
（
注
1
1
）
一
一
頁
以
下
。
な
お
、
山
中
教
授
の
帰
属
論
に
つ
い
て
は
、
「
客
観
的
帰
属
論
の
類
型
論
的
考
察
」
と
し
て
別
稿
を
予
定
し

　
　
て
い
る
。
’

　
（
4
9
）
　
詳
細
は
、
山
中
・
前
掲
（
注
n
）
三
七
六
頁
以
下
、
特
に
四
三
二
頁
以
下
。

　
（
5
0
）
　
詳
細
は
、
山
中
・
前
掲
（
注
11
〉
五
〇
九
頁
以
下
。

（
5
1
）
　
山
中
・

（
5
2
）
　
山
中
・

（
53
）
　
山
中
・

（
54
）
　
山
中
・

（
5
5
）
　
山
中
・

（
5
6
）
　
な
お
、

　
と
す
る
。

（
5
7
）
　
山
中
・

（
5
8
）

前
掲
（
注
1
1
）
　
一
六
頁
。

前
掲
（
注
n
）
七
八
二
ー
三
頁
。

前
掲
（
注
U
）
七
八
三
頁
。

前
掲
（
注
n
）
四
二
九
頁
。

前
掲
（
注
1
1
）
四
二
七
頁
。

具
体
的
危
険
犯
に
お
い
て
は
、
具
体
的
危
険
の
発
生
が

前
掲

　
　
　
法
益
侵
害
・

然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。

（
59
）
　
山
中
・
前
掲
（
注
■
）

（
6
0
）
　
山
中
・
前
掲
（
注
1
1
）

（
注
1
1
）
四
二
八
i
九
頁
。

危
殆
化
だ
け
を
評
価
規
範
の
対
象
と
解
す
る
以
上
、

七
入
五
頁
以
下
。

七
八
六
ー
七
頁
。

「
危
殆
化
無
価
値
」
（
客
観
的
危
険
状
態
）
で
あ
り
、
未
遂
犯
は
こ
れ
に
含
ま
れ
る
、

行
為
無
価
値
が
評
価
規
範
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
、
こ
の
立
場
で
は
当



（
6
1
）
　
山
中
・
前
掲
（
注
1
1
）
七
八
七
頁
。

（
62
）
　
イ
ェ
シ
ェ
ッ
ク
は
、
法
規
範
は
行
為
無
価
値
に
関
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
結
果
無
価
値
に
関
し
て
も
評
価
規
範
で
あ
る
と
し
て
、
行
為
無
価
値
が
評

価
規
範
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
解
し
て
い
る
（
甘
ω
9
9
ぎ
騨
騨
ρ
（
注
1
）
需
ぼ
び
8
ダ
ψ
器
o。
）
。

（
6
3
）
　
山
中
・
前
掲
（
注
1
1
）
四
二
八
頁
。

（
6
4
）
　
山
中
・
前
掲
（
注
1
1
）
四
二
八
頁
。

（
6
5
）
　
山
中
・
前
掲
（
注
1
1
）
四
八
五
頁
。
な
お
、
山
中
教
授
は
、
「
行
為
者
の
主
観
は
、
「
認
識
可
能
性
」
が
危
険
創
出
判
断
そ
の
も
の
に
影
響
す
る
こ
と

　があっ

て
も
、
行
為
無
価
値
判
断
に
と
っ
て
な
ん
ら
の
役
割
を
果
た
さ
な
い
」
と
す
る
が
（
山
中
・
前
掲
（
注
1
1
）
四
二
八
頁
）
、
そ
の
趣
旨
は
必
ず
し

も
明
ら
か
で
な
い
。結

韮口口

　
客
観
的
帰
属
論
を
危
険
連
関
と
し
て
把
握
し
、
こ
れ
を
規
範
論
的
に
考
察
し
た
場
合
、
そ
の
基
本
的
な
問
題
点
は
危
険
創
出
連
関
に

み
ら
れ
る
。
危
険
実
現
連
関
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
客
観
的
な
評
価
規
範
に
よ
っ
て
そ
の
違
法
性
を
基
礎
付
け
、
最
終
的
に
は
制
裁

規
範
に
よ
っ
て
そ
の
可
罰
性
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
特
に
問
題
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
危
険
創
出
連
関
に
つ
い
て
は
、

第
一
次
的
に
そ
の
違
法
性
を
行
為
規
範
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
、
し
か
も
そ
こ
に
い
う
行
為
規
範
は
、
行
為
の
禁
止
・
命
令
を
内
容
と
し

て
行
為
者
の
意
思
に
働
き
か
け
る
（
意
思
）
決
定
規
範
と
し
て
の
作
用
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
間
題
が
生
ず
る
。
行
為
規
範
が
行

為
の
開
始
時
に
行
為
者
の
意
思
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
行
為
規
範
違
反
し
た
が
っ
て
行
為
無
価
値
．
危
険
（
性
）
無
価
値

は
主
観
的
な
事
前
判
断
の
性
格
を
帯
び
て
く
る
。
特
に
、
行
為
無
価
値
と
結
果
無
価
値
の
連
続
性
を
強
調
し
、
一
定
の
条
件
の
下
で
決

　
　
　
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五



　
　
　
早
注
七
四
巻
匹
号
2
九
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ハ
六

定
規
範
が
危
険
実
現
連
関
（
結
果
無
価
値
）
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
す
る
と
き
は
（
ロ
タ
シ
ン
）
、
客
観
的
帰
属
論
が
全
体
と
し
て
行
為

無
価
値
論
的
で
あ
る
と
の
評
価
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
行
為
規
範
の
評
価
規
範
へ
の
影
響
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
、
行
為
無
価
値
（
危
険
の
創
出
）
と
結
果
無
価
値
（
危
険
の
実

現
）
の
分
離
を
図
ろ
う
と
す
る
と
、
行
為
規
範
に
依
拠
す
る
前
者
の
主
観
的
不
法
と
評
価
規
範
の
判
断
を
受
け
る
後
者
の
客
観
的
不
法

と
い
う
形
で
、
不
法
概
念
の
分
裂
と
い
う
事
態
に
立
ち
至
る
。
ま
た
、
違
法
評
価
の
主
観
化
を
嫌
っ
て
行
為
規
範
（
行
為
無
価
値
）
を

不
法
論
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
危
険
の
創
出
が
行
為
規
範
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
な
く
な
る
、
と
い
う
デ
ィ
レ
ン

マ
に
陥
る
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し
、
危
険
創
出
連
関
と
危
険
実
現
連
関
の
一
貫
性
を
維
持
す
る
上
か
ら
は
、
客
観
的
帰
属
論
の
立
場

で
行
為
規
範
を
不
法
論
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
客
観
的
帰
属
論
の
問
題
性
は
、
こ
の
理
論
が
本
来
的
に
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
66
）

法
を
客
観
的
評
価
規
範
違
反
（
法
益
侵
害
・
危
険
）
に
尽
き
る
と
す
る
結
果
無
価
値
論
と
相
容
れ
な
い
こ
と
の
証
左
で
あ
っ
て
、
客
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

的
帰
属
論
は
、
所
詮
二
元
的
人
的
不
法
論
の
規
範
論
的
帰
結
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
結
果
無
価
値
論
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
危
険
実
現
連
関
し
た
が
っ
て
結
果
無
価
値
・
危
殆
化
無
価
値
は
も
と
よ
り
、
危
険
創
出
連
関

す
な
わ
ち
行
為
無
価
値
・
危
険
性
無
価
値
も
ま
た
評
価
規
範
（
刑
法
規
範
の
も
つ
評
価
機
能
）
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
法
益
侵
害
の
一
般
的
危
険
性
と
い
う
意
味
で
行
為
無
価
値
を
不
法
要
素
と
し
て
構
成
す
る
と
し
て
も
、
評
価
規
範
に
よ
る
無
価

値
判
断
は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
行
為
規
範
は
、
行
為
者
の
意
思
に
働
き
か
け
る
決
定
規
範
（
刑
法
規
範
の
も
つ
意
思
決
定
機

能
）
と
し
て
責
任
論
に
お
い
て
考
慮
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
筆
者
は
、
行
為
規
範
に
よ
ら
な
い
行
為
無
価
値
概
念
の
構
成
こ
そ

が
違
法
の
主
観
化
を
防
ぐ
唯
一
の
途
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
客
観
的
帰
属
論
の
基
本
的
前
提
を
掘
り
崩
す
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。



（
6
6
）
　
客
観
的
帰
属
論
の
も
う
一
つ
の
意
義
は
、
一
元
的
行
為
無
価
値
論
（
人
的
不
法
論
）
の
排
斥
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
、
評
価
規
範
違
反
を
内
容
と

す
る
危
険
実
現
連
関
に
認
め
ら
れ
る
。

（
67
）
　
客
観
的
帰
属
論
（
客
観
的
帰
責
理
論
）
は
人
的
行
為
不
法
概
念
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
、
と
す
る
も
の
と
し
て
、
林
陽
一
「
刑
法
に
お
け
る
相

当
因
果
関
係
（
三
と
法
学
協
会
雑
誌
一
〇
三
巻
一
一
号
二
五
頁
。

（
6
8
）
　
な
お
、
客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
に
お
い
て
た
び
た
び
登
場
す
る
「
制
裁
規
範
」
は
、
評
価
規
範
お
よ
び
決
定
規
範
を
前
提
と
し
、
あ
る
い

　
は
こ
れ
ら
を
内
に
含
む
刑
法
規
範
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

客
観
的
帰
属
論
の
規
範
論
的
考
察
（
曽
根
）

八
七


